
生成AI、AIエージェント、エージェンティックAIについて 

1. 各用語の定義 

1.1 生成AI (Generative AI) 

定義： 新しいデータやコンテンツ（テキスト、画像、音声、動画、コードなど）を生成することに特化し

たAIモデルのことである。 

●​ 特徴: ユーザーからの入力（プロンプト）に対し、学習データに基づいた確率的な予測を行っ

て回答を出力する。 

●​ 主な役割: 執筆、要約、翻訳、画像の作成など、「創作」や「変換」を得意とします。単体では

「指示待ち」の状態で、受動的な性質が強い。 

1.2 AIエージェント (AI Agent) 

定義： 特定の目的を達成するために、自律的に外部ツールを使い、タスクを実行する「ソフトウェア

プログラム」や「個体」のことである。 

●​ 特徴: 生成AI（LLM）を「脳」として使いつつ、検索ツール、メール送信、カレンダー予約など

の「手足」を持って行動する。 

●​ 主な役割: 「来週の会議を予約して資料を送る」といった具体的、かつ複数ステップのタスク

を人間に代わって実行する。 

1.3 エージェンティックAI (Agentic AI / Agentic Workflow) 

定義： AIが自律的に計画・推論・修正を繰り返しながら、複雑な目標を達成しようとする「性質」や

「アーキテクチャ（設計手法）」のことである。 

●​ 特徴: 単一のAIエージェントが動くだけでなく、複数のエージェントが協力したり、自分自身

の出力を評価してやり直したりする（自己改善）仕組み全体を指すことが多い。 

●​ 主な役割: 曖昧な目標に対して「自ら計画を立て、環境の変化に応じて行動を調整する」と

いう、より高度で自律的な解決アプローチを提供する。 

 

2. 相違点 

比較項目 生成AI AIエージェント  エージェンティックAI  

主な目的 コンテンツの生成・回答 特定タスクの自動実行 複雑な目標の自律的達成 

動作の性質 受動的 

（プロンプトに応答） 

能動的 

（タスクを遂行） 

自律的・継続的 

（状況を判断し調整） 

構成要素 学習モデル（LLMなど） モデル + 外部ツール利用 複数のエージェント + 計画・反省ループ 

行動の範囲 一問一答 設定された業務フロー 未知の状況への適応・推論 

例えるなら 知識豊富な執筆者 指示された仕事をこなす部下 戦略を考え実行する組織/責任者 

具体例 ChatGPTとのチャット 指示した複数段階のタスク

（ファイル整理→データ分析→

資料作成等）を遂行。 

入退院プロセス、緊急搬送状況、スタッフ

の配置データを分析し、患者需要を予測

し、最適な病床運用や施設基準管理を自

律的にシミュレーションして提案・実行。（
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Human-in-the-Loop） 

​
３．まとめ：関係性のイメージ 

●​ 生成AIは、すべてのベースとなる「知能（エンジン）」である。 

●​ AIエージェントは、その知能を使って実際に「働く道具（ツール）」である。 

●​ エージェンティックAIは、道具をどう使い、どう目標を達成するかという「高度な仕組み（シ

ステム）」である。 

 

 

❖​ 2025年現在、これらの技術は「情報を生み出す段階」から「自律的にタスクを完結させる段階」

へと急速にシフトしている。 

❖​ ビジネスと日常生活における具体的な活用事例を、それぞれの特性に合わせて紹介する。

 

 

1. 生成AI (Generative AI) の活用事例 

主に、「ゼロから何かを作る」「情報を整理する」場面で使われます。 

●​ ビジネス: 

○​ 広告・クリエイティブ: 商品のロゴデザインやキャッチコピーを数秒で100案作成。 

○​ ドキュメント作成: 稟議書のドラフト作成、長い議事録の要約、プログラミングコー

ドの生成。 

○​ マーケティング: ターゲット層に合わせたパーソナライズされたメール文面の自動

生成。 

●​ 日常生活: 

○​ 学習支援: 分からない概念を自分の理解度に合わせて解説してもらう。 

○​ 創作活動: SNS投稿用の画像作成や、趣味の小説のプロット相談。 

○​ 翻訳: 旅行先でのリアルタイムなメニュー翻訳や意思疎通。 

 

2. AIエージェント (AI Agent) の活用事例 

主に、「特定のツールを操作して、具体的な手続きを行う」場面で使われる。 

●​ ビジネス: 

○​ 人事・採用: 候補者の履歴書を読み取り、面接官の空き時間をカレンダーから探し

て、面接の招待メールを送るまでを完結。 

○​ ITヘルプデスク: 社員の「パスワードを忘れた」という依頼に対し、本人確認からリ

セット作業、完了報告までを自動で行う。 

○​ 経理: 領収書データを読み取り、社内規定と照らし合わせて経費精算システムへ
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入力。 

●​ 日常生活: 

○​ 旅行予約: 「来月のロンドン旅行の航空券を予約して」と頼むと、好みやポイント還

元率を考慮して最適な便を選び、予約サイトで決済直前まで進める。 

○​ スマートホーム: 外出先から「帰宅までに部屋を20度にして、お風呂を沸かしてお

いて」という指示を実行。 

 

3. エージェンティックAI (Agentic AI) の活用事例 

主に、「複数の工程が絡む複雑な目標を、自律的に判断して達成する」場面で使われる。 

●​ ビジネス: 

○​ サプライチェーン最適化: 在庫不足を検知すると、複数のサプライヤーの価格・納

期を比較し、最も効率的なルートを判断して発注。遅延が発生すれば自ら配送

ルートを再設計する。 

○​ サイバーセキュリティ: 異常なアクセスを検知（監視エージェント）→ 脅威レベルを

分析（分析エージェント）→ 遮断ルールを即座に適用（実行エージェント）という一

連の防御を自律的に行う。 

○​ 市場調査と戦略立案: 「新製品の競合優位性をレポートして」という指示に対し、

Web検索、SNSの評判分析、競合製品のスペック比較を複数の専門エージェント

が協力して行い、最終的な戦略レポートをまとめ上げる。 

●​ 日常生活: 

○​ 自律型パーソナルマネージャー: ユーザーの健康データ、仕事の締め切り、天気を

総合的に判断し、「今日は疲れが溜まっているので、午後の会議を1時間ずらし、夜

は栄養価の高いレストランを予約しました」といった提案と実行をセットで行う。 

 

４．まとめ：活用シーンの比較 

タスクの複雑さと自律性の観点から、それぞれの技術がどの領域をカバーしているかを示す。 

比較項目 
生成AI  

(GenAI) 

AIエージェント  

(AI Agent) 

エージェンティックAI  

(Agentic AI) 

役割の例え 優秀なライター 有能な秘書 頼りになるプロジェクトマ

ネージャー 

成果物 テキスト、画像、コード 予約、メール送信、

データ入力 

問題解決、戦略実行、運用

最適化 
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❖​ 業務の自動化を「単なるツール導入」ではなく、**「AIによる自律的なワークフローの構築」**と

して捉えることが、エージェンティックAI導入を成功させる鍵です。 

❖​ 具体的に、どのようなステップで既存業務を置き換えていくべきか、4つのフェーズで示す。

 

１．4つのフェーズ 

ステップ1：業務の「分解」と「適性評価」 

まずは、どの業務がAIエージェントに向いているかを仕分けする。 

●​ 定型・繰り返し作業（AIエージェント向き）:  

○​ 例：請求書のデータ入力、定型メールの返信、特定サイトからのデータ収集。 

○​ 評価基準: 手順が明確で、外部ツール（Excel、SaaS、API）を操作する必要があ

るもの。​
 

●​ 非定型・判断が必要な調整（エージェンティックAI向き）: 

○​ 例：複数の関係者の空き時間を考慮した会議調整、在庫不足時の代替案選定、顧

客の苦情に対する個別対応の検討。 

○​ 評価基準: 「もし〜なら、こうする」という分岐が多く、複数の情報ソースを統合して

判断する必要があるもの。 

ステップ2：エージェントの「役割（Role）」と「ツール」の定義 

AIを「一人の従業員」として定義する。 

1.​ ペルソナ（役割）の設定: 「あなたは熟練の経理担当者である」「あなたは物流コーディネー

ターである」といった役割を与える。 

2.​ 利用可能なツールの提供: AIがアクセスできる権限を与える。 

○​ ブラウザ閲覧、社内データベースの検索、Slack/メールの送信、計算機など。 

3.​ ガードレール（制約）の設定: 「10万円以上の発注は必ず人間に承認を得る」といった制限

を組み込む。 

ステップ3：エージェンティック・ワークフローの設計 

単一の指示で終わらせず、AIが自律的に「考えて、動いて、反省する」ループを設計する。これが

エージェンティックAIの核心である。 

●​ 計画（Planning）: 目標（例：イベントの会場手配）に対し、AIが「候補地の検索→空き状

況の確認→見積もり依頼」というステップを自分で生成。 

●​ 反省（Self-Reflection）: 出した回答に対し、AIが「この会場は予算を超えていない

か？」「前回の失敗例と同じミスをしていないか？」を自己チェック。 

●​ マルチエージェントの協力: 「調査担当AI」と「評価担当AI」を分け、お互いに議論させて
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精度を高める。 

ステップ4：人間との協調（Human-in-the-Loop） 

完全にAI任せにするのではなく、重要なポイントで人間が介入する仕組みを作る。 

●​ チェックポイントの設定: AIがドラフトを作成し、人間が「承認」ボタンを押した時だけ外部

に送信されるように設定する。 

●​ フィードバックの学習: 人間が修正した箇所をAIが記憶し、次回の判断に活かす「学習サ

イクル」を回す。 

 

２．導入の具体例：採用業務の自動化 

段階 プロセス AIの動き 

1. フィルタリング 生成AI 応募書類と募集要項を照らし合わせ、スコアリ

ング。 

2. スケジューリング AIエージェント 候補者とチャットし、面接官のカレンダーから空

き枠を予約。 

3. 選考プロセス管理 エージェンティックAI 前回の面接評価に基づき、次の面接官へ「深掘

りすべき質問」を自律的に提案し、進捗を管理。 
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